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✿主な年中行事✿

正月�日 春日社参

�月節分 追儺会（東金堂）

�月15日 涅槃会（本坊東室）

�月�日 仏生会（南円堂前庭）

�月17日 放生会（一言観音堂）

�月�日 弁才天供（三重塔）

10月第�土曜日 塔影能（東金堂前庭）

10月17日 大般若経転読会（南円堂）

11月13日 慈恩会（宗祖忌、仮金堂）

◆当山では、現在《天平の文化空間の再構

成》を合言葉に、境内の整備と中金堂の

再建事業を進めています。

◆瓦の御寄進・部材の御寄進・散華写経の

御奉納などを申し受けております。

◆《平成の文化空間の再構成》に、ふるっ

て御参加ください。

〒630-8213 奈良市登大路町48 http://www.kohfukuji.com

TEL 0742-22-7755（寺務所)・24-4920（南円堂納経所)／ FAX 0742-23-1971（寺務所）

納経時間 午前	時〜午後
時
但し、近郊信者各位のお参りのため、納経所を午前
時〜午後	時まで開けていますので、少人数の納経は、時間外で
も受け付けます。

かつて春日社と興福寺は一体で、南円堂ご本尊は春日社一宮の本地仏ともいわれ、尊崇

される。「はるのひは なんえんどうに かがやきて みかさのやまに」はその意味。この神

仏のご威光を大きく身にうけたならば、私たちを時に覆う薄雲・むら雲も、やがて晴れ

上ってゆく。

御本尊／不空羂索観世音菩薩（国宝） 開基／藤原内麻呂公・冬嗣公
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